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肺結核患者 に於 ける駆虫剤使用の考察

西 岡 淳

笹 ' 瀬 博 次

第 1章 緒 言｡

今次天敵の中頃 より終戦後の昭和 22年末頃まで我国に於ける寄生虫躍愚挙の加速度的に激増 した事

は何人 も認める処である｡ その原因として捻化学肥料の快乏の馬､窒素肥料･源を尿尿殊に十分腐熟し

て居ないものに仰 ぐに至った事､自家菜園の普及､ 都市 と農村間の人の動 きが激 しくなった事､生活

難の講の衛生的生活水準の低下なども挙げられ るが､ その主たる原因が駆虫罫Jの不足に在ったのは自

明の事である｡ 而 して元来的虫等の店区除には ｢サン トニン｣若 くは海人草及びその製斉摘ミ使用せられ

て来たのであるが,前者の輸入が杜絶 し､ 後者の採取量の著 しい減少をみた鯵敬後､寄生虫治療に華

々しく登場 したのが ｢アルキ-ル レゾルシン｣であった｡

一二方肺結核愚者に栄養増進の必要なのは周知の専であるが､前記の如 く昭和 19年頃 より掴虫症の併

発著 しく増加し､食愁不振 ､喝吐､悪心 ､腹痛などを葦する事塵･kであった｡ 当時は ｢サン トニン｣

や海人草が入手出来たので .之を使用したのであるが､ その後海人草及びその製剤のみに塀 らねばな

らな くな り､一時は之す ら使用不可能の状態に立至ったが､丁度その頃 Lamson等 (1930年)によっ

て駆虫作用を確認 されて居た ｢アルキ-ル レゾルシン｣ の 臨林実験が本学薬学科 及 び 同附属医院室薬
(1)

局長掛見博士の協力を得て､小党科学教室岡崎等によって張力に実施せられ .遂に ｢-キシ⊥ルレゾ

ルシン｣の優秀な丸剤が出釆上ったのであるが ､ 余等は当初岡崎氏等の好意で､後には本学附属医院

薬鴇より渡 され るに及び､肺結核患者の合併姻虫症に使用した処, 比較的高率に消化器系統の副作用

を認め､その間には潜在腸結核が本罫叱 よって顕在化し､ 遂に死の韓帰をとるに至った例をも経験し

たので､鼓に健東人並に肺結核患者に周払た拓区虫剤の作用及び副作用に関して調奄し､ 肺結核患者の

駆虫方針を検討樹立する必要を痛感するに至ったのである0

第 2章 研究方法o

京都太学結核研究所入院並に外来患者､ 京都府立八木保健所及び同同山保健所の外来患者中,便中

の姻虫部陽性者に馬区虫剤 を下記の如 く使用せる症例について､ 肺結核を有する者 と他に疾病を認めぬ

者 とに分けて､その排虫者率,平均排虫数､並に副作用を調蚕 した｡

即ち ｢サン トニン｣は1回量 0.05g宛朝夕茎腹時に､2日間に亘 り4回服用せしめた｡この際下剤を

用払なかった場合 もあり､ ｢ラキサ 7.-ル｣や硫苦などを ｢サン 下-ン｣服周1-2時間後に用払た場

合 もある｡ ｢マクエン｣若 くは ｢アンテ-ン｣は 1日2.0-25gを､そのま 叉ゝは上記下剤と共に2日

間早朝基臨時に頓用若 くは朝夕2回に分服せしめた｡又 ｢-キシール レゾルシン｣はその 0.1gを含む

丸剤 を早朝茎腹時に10丸頓用せしめ､その後少 くとも3時間は食鉾を禁 じたのである｡備蕊に謂ふ肺

結核とは､ 胸部 ｢レ｣練像及び理学的所見上.活動性のもの及び停止型で も日借浅 く郭院き注意を要

する程度の者を選んだO

第 3章 調査成績｡

(1) ｢サン トニン｣ に就て｡

第 1表に示す如 く (イ) ｢サン トニン｣使用の際の姻虫排出者率は下剤使用の場合 80.0%で 之 を
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界 1表 ｢サ ン tニン｣ の作用及び副作用

区分 症 駆 虫 作 用 副 作 用 (oFo)
例(人)i駆 虫排 出者 (人) 蛎 血排 出者率 (形) 平均排 虫敬 (TLC) 章 子弧 腹 痛 悪 心 絹 張 監痛 なき 滑イヒ器 系統の 副 作 用

蒜 竪琴賃 富 芋 68 57 83.8 4.2800 10(14.7) 7(10.3) 1 ､(1.5) 3(4.4) 0 8.(ll.7) 14(9.0)

87 67 77.0 3.579.5 3.3735 17(19.5) 6(6.9) 0 1(1.1) ･0 p6(6.9)

離 帝蛋豊 合 併ず せ ず 39 31 8 3(7.7) 2 1. 0 4 6(5.9)

(20.5) (5.1) (2.5) (10.2)

使用しない場合は 73.5%であ り.その差は予想外に少であった. (ロ)叉 この率は下郡使用の如何に

関せず,肺結核患者の方が.之 を合併 しない者 より高率であった｡ (ノ､)副作用としては周知の苛税

症の他に､腹痛が比較的多 く､滑化器系統の副作用は下荊使用例の方が非使用例に於けるより多 く､

肺結核患者では107人中12名即ち11.2%で ､黙 らざる者 (150名中8名即ち5.3%)の約 2倍に遷 し

た｡殊に ｢サン トニン｣服用後1週間にも亘 る持続性の下痢乃至軟便 を来した者は肺結核患者中に4名

あり.健康人中には1名に過ぎず､之も下郡投輿者に多かった｡ -

(2) ｢マクエン｣ ｢アンチ-ン｣に就て0

第 2表に示す如 く (イ)海人革製荊使用の際の姻虫排出者率は (1)の場合 と具 わ､下剤を使用し

第 2表 ｢､マクエン｣ ｢アンチニン｣の作用及び副作用

≡ 葺 (芸 ) 駆 虫 作 用 j 副 作 用 .(会)l蜘 良二排出 蜘 虫二排出者率 平均排 虫敬 (LJ)!腹 痛 下 痢 陽出血 滑イと器 系統 の者 (人) (形) 血 便 副 作 用

蒜 誓結珪 IF 46 26 56.5 53.0 1.8 (2.12) 5(10.9) 1(2.2) 5(10.9) 5(4.4)

賃 雷 撃 69 35 52.1 1.5 1 0 0 0 0

下刺使用せ● K 10 47.6 40.4 1.1 l o 1(4.8) 0 1(4.8) ･1(0.96)

た方が確に成績が良かったO.(ロ)又 この率 は (1) (p)と同様肺結核を合併 した者の方が然 らざ
る者 より稲 Jk高 く,この関係は下剤を使用せぬ群で･一一履著明であった. (-)肺結核を合併 して居な

い者には副作用は認められなかったが､肺結核患者に於ては6名即ち約 9% に消化器系統の副作用が

認められたo而 して之は (1)と同株下剤投輿者に断然多かった｡その中の 1例 (井○か○子､34歳 .

両側肺結核)では服用前 日､糞便の Tridoulet氏反磨及び潜血庚廠陽性で腸結核の節.濃厚な患者であ

ったが ｢マクエン｣ と ｢ラキサ トール｣を服用した処､腸出血 500cc､その翌 日血便 を見た｡ 又 3例

に於て 4日以上下さ和の続V､た者があったo

(3) ｢-キシ- ル レゾルシン｣に就て.

第 3表に示す如 く､ ｢-キシ-1}t,レゾルシン｣ 使用に際 しての桐虫排拭者率は肺結核患者 と香との
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界3表 ｢-キシールレブルシン｣の作用及び1副作用

区分 症例 駆 虫-作 用 副 作 用 (会)

TF出芸習芸芸一芸虫芸 腹 下 意 血 畷 食忠 胃不快 腹 頭 発 借株用イ七のLJt1石●

(人) (人) (形) (醍) 碍 痢 心 便 吐 不顔 部感 鳴 播 ･熱 石さ副系作

肺糖核 67 60 25 4 3 7 6 .10 2 3 3789.6 4.9 18 7
合 併 (37.4)(26.9)(10.4)(6.0) (4.5)(10.4)(9.0)(14.9)(3.0) (4.5)(55.3)

合 併 94 81 86.3 4.1 Ill 4 6 0 2 5 4 5 1 1 18

問に大差はなかったが ､矢張 り (1) (2)と同様結核患者の方が梢Jk高率の傾向が嚢へる｡

副作用としては､油化器系統の訴-が多いのであるが､ 中でも腹痛,下痢､腹鳴等が多い｡非結核

患者ではか 1る訴･は-肢に置闇で. 唯 1例当 日2回,翌 日1回下痢のあった者を除いて､多 くは数時

間で消失 し､大 した顧慮を要せず,拘化器系統の副作用は全員の 19.2%に過ぎなかったが､之に反し.

て肺結核患者では該副作用は全員の 55.3%､巨ロち非結核患者の約 3倍に達し､次に述べるが如き激 し

い症状を星 した者は 8名に及んだ｡即ち (イ)申○ よO子,(23歳､女､両側肺結核)10日間下痢捧続 .

し.その閉止痢剤が効かなかった者. (Tl)八〇艮〇､(36歳､男.両側肺療)下痢､下阪痛,･食慾不

振が 7日間持続した者｡ (-)並〇一〇､(24歳､男､左肺結核)下痢,食思不振が 9日間続 き時}{腹

痛を訴- し者o (-)芦○町〇､(18炭､女､左肺結核)下痢 ･腹痛･腹鳴､食思不振が13日間持続 レ

全身衰弱を来 した者｡ (ホ)柘○ よ○子 (37歳 ,女､両側肺結核)服用後 2日間時々血便を見た者｡

(-)田OL○み､(22歳､女､右側肺結核)10日間血便､腹痛下痢あ り､一時栄養衰へた者｡ (日

中○静〇､(31歳 ､女､右肺結核)服用後高熱 ､右側腹痛､多核白血球増.多等あ り｡虫垂炎の寮で開腹

した処,移動性盲腸症で､ 結核性病変は見当らず .上行結腸周囲炎性癒箔のあった者で術後再び好樽

した｡ (チ)佐○さ五〇､ (19歳,女､両肺結核)両側人工菜摘術で好韓 しっ iあった.ものが ､掴虫症

の馬か食愁嘆に衰- ､ 先づ ｢サン トニン｣を下痢 と併用して 1世を排出したが,副作用はなかったO

その 35日､55日目に夫々 ｢-キシ-ル レゾルシン｣を用払た処､ 2日後に10匹の排出を見たが､血

便､発熱 (38oC)､腹痛,下痢起 り､症状悪化し､2カ月後に死亡したo

(4)駆虫効:果｡

余等は全症例について完全排虫の成否を見届け得なかったので､排虫者率及び平均排虫数によ摘区虫

劾兵を判定すると､以上3表の成績 より ｢-キシール レゾ ルシン｣の効果が最良であり､次で ｢サン トニ

ン｣,海人茸製剤のT憶になる｡又後2者殊に海人葺製剤では下剤を併用した方が効二巣が よい棟であった.

第 4章 総括及び考接｡

以上を給括すると次の如 くなる｡即ち

(1)｢サン トニン｣及び海人草製剤の駆虫効果 を､下剤併用の場合と然 らざる場合と比較すると ｢サ

ン 1.1=ン｣では大差な く､｢マクエン｣｢アンラ こン｣の場合は下剤併用により排虫者率は上昇した｡

(2)駆虫効具は薬剤の如何に関せず肺結核患者の方が非結核患者 よりも大で, 殊にこの事は ｢サ

ン Tt-ン｣海人草製剤を下剤なしに使用する際に著 しかったが ､｢-キシール レゾルシン｣ではその差

不著明で､僅かに上述の傾向が幾はれるに過ぎなかった｡

(3)各桂駆虫剤による準化器系統の副作絹は･結核患者に於ては然 らざる者に於けるよりも蓬に激

しく､又発生率 も2倍以上であった｡殊に ｢-キシール レゾルシン｣による副作用は多 く且 .激しくて
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下痢 ､腹痛の長 く持続した もの 4名､血便 2名､明かに潜在腸結核が顕在化せ しめられた者 1阜あった｡

(4)上記の副作用は下剤併用の際の方が然 らざるもの より多 く､又激 しかった｡ 中には腸結核の

あった処-下剤を使用した馬に生じたと思はねぼならぬ様な副作用もあり､ 実際か 1る場合 も多か ら

うと考- られる｡

(5) ｢サン Tt-ン｣使用に際しての腹痛は比較的多い ものであるO

(6)余等の薬畳では ｢-キシ- ル レゾルシン｣ ｢サン トニン｣海人革都の順に排虫作用は減じる

様なであったo
(･171

余等は岩井教授の指示に従って､肺結核の治療方針の一つとして､ 絶対安辞にして居ても食慾を落

さず否寧ろ益Jkj脅進 させ､ 且腸結核を息はせる様な症状の起 らぬ棟に患者をして 1日3回前後の排便

を励行せ しめつ 1あるが､ 肺結核患者の馬区虫教典が健康^のそれ より大であったと云ふ (2)の事実
(3)

は､この排便の励行が駆虫の効果を天ならしめたのではなかろうか｡ 木谷等 も一 旦吸牧 されて後に作

用する処の ｢サン トニン｣使用に当っては､事前 より便通を整-る事の必要を述べて居 るが, 虫体の

体外排出の上か らも､ この事は是認せ らるべきものと考へるO 而 して肺結核患者殊にその重症末期の

ものに高率に腸結核の合併 して居る事は諸家の報ずる処であり､腸結核を合併 しないまで も､健康人

に比して､消化器の楼能低下に傾き下痢 .腹痛の生 じ易い事 も1校に認められて居 るのであるが.か

1る患者に駆虫剤を使用した場合に消化器系統の副作用が健康人よりも激 しく､ 由 も高率に養生する

のは当然と謂はねばならない｡ -方肺結核患者は腸結核を非常に怖れ､医師 も叉之を警戒 して居る｡

併 し､ 肺結核治療に必要は食量をよく阻噴して何等故障がなければ､ ある程度の潜在腸結核 も絶対安

静にして居 る限 り,大抵それで事なきを得 るもの i如 く､斯様にして居れば腸結核に悩まされ る枝に

なるのは肺結核でも不幸な縛情をとる処の割合に少V,例に於てである｡ 然 るに上記の如 く､応区虫処置

の鴬に未だ自覚に上 らない程度の ものが, 之を契機 として顛在化 して乗る事は注目に値する事実であ

る.両 もこの副作用は ｢サン トニン｣海人草製剤では少 く､ その程度 も置小のに ｢-キシ-ル レゾル
(;Tl)

シン｣では多い上に激 しく, 木谷等 も ｢-キシ-ル レゾルシン｣による胃幽門部の出血性腰欄を認め

た剖見例を報告して､｢アルキ- ル レゾルシン｣の鞘膜刺戟作用の故に､胃に何等かの誰質肝変化を有

するものには ｢アルキール レゾルシン｣ 以外の駆虫葵 を使用すべ き等 を悠潰して慮 るが､ 余等は虞

に肺結核患者殊に腸結核の合併を予想せ られる棟な患者には ｢アルキール レゾルシン｣ は禁忌 と考-

るo而 して ｢サン 下-ン｣ の駆虫作用が下剤の併間の有無で大差を認めなかったと云ふ (1)の事実

と駆虫剤による消化器系統の副作用が下斉iJ使用によt)､ 若 くは下斉FJその もの 1ために多 く且激 しくな

ると云ふ (4)の事実 とを併せ考-て､肺結核患者の駆虫には 1日3回前後の排便を励行せしめおき､

｢アルキール レゾルシン｣を用払すに主として ｢サン トニン｣ 或は ｢サン ト-3/｣ と海^草:別製を下

剤なしに用払､姻虫症による食慾不振､腹痛､下痢等の除去を以て眼前の日額 とすべ きと考-るO

第 5章 結 語｡

各種駆虫剤の作用､副作用を比較検討して.三次の結論を得た｡邑ロち

(1)駆虫剤の副作用は肺結核患者に多 く､時vET_潜在腸結核を麻雀化する事がある｡

(2)｢-キシ- ル レゾルシン｣は排虫率貴大であるが,上記の意味に於て肺結核患者に禁忌であるO

(3)この副作用の故に肺結核患者の題区虫は下剤を周弘幸に行払､排便を励行せしめる事により略 々

そ の目的を達 し得 る｡
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